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コンクリート

築
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四
角
い
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
囲
ま
れ
た
広
大
な

敷
地
に
、明
ら
か
に
周
囲
と
は
異
質
な
建
築
が

存
在
感
を
持
っ
て
静
か
に
佇
む
。国
内
外
か
ら

多
く
の
人
が
訪
れ
る
築
地
本
願
寺
本
堂
で
あ

る
。門
信
徒
だ
け
で
は
な
く
、広
く
一
般
に
開

放
さ
れ
た
寺
院
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。イ
ン

ド
の
古
代
仏
教
建
築
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
独
特

の
デ
ザ
イ
ン
は
、東
京
帝
国
大
学（
現
東
京
大

学
）名
誉
教
授
で
建
築
史
家
の
伊
東
忠
太
に
よ

る
も
の
だ
。一
六
一
七
年
の
創
建
以
来
二
度
の

焼
失
を
経
て
、一
九
三
四
年
に
現
在
の
建
物
が

再
建
さ
れ
た
。

　
日
本
の
伝
統
的
な
木
造
寺
院
様
式
と
全
く

異
な
る
建
築
が
生
ま
れ
た
背
景
に
は
、伊
東
と

当
時
の
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
門
主
で
あ
る
大

谷
光
瑞
の
出
会
い
が
あ
っ
た
。お
互
い
同
じ
時

期
に
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
旅
し
、仏
教
建
築
の
原

点
に
造
詣
が
深
い
。正
門
を
入
っ
て
中
央
に
見

え
る
銅
板
葺
き
の
ヴ
ォ
ー
ル
ト（
ア
ー
チ
を
平

行
に
押
し
出
し
た
形
状
）屋
根
、左
右
対
称
の

ス
ト
ゥ
ー
パ（
仏
塔
）形
状
の
鐘
楼
・
鼓
楼
が

こ
の
建
物
を
強
く
印
象
付
け
て
い
る
。本
堂
に

上
が
る
正
面
階
段
の
曲
線
形
状
の
欄
干
や
入

口
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、階
段
親
柱
の
動
物
や

霊
獣
の
彫
刻
な
ど
か
ら
は
オ
リ
エ
ン
タ
ル
な
雰

囲
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
。鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
地
下
一
階
地
上
二
階
建
て
だ
が
、外
壁
の
全

面
に
花
崗
岩
が
使
わ
れ
て
い
る
た
め
、コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
に
は
見
え
な
い
。

　
し
か
し
、二
階
の
本
堂
に
足
を
踏
み
入
れ
た

瞬
間
、真
っ
白
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
丸
柱

と
頭

か
し
ら
ぬ
き
こ
う
り
ょ
う

貫
虹
梁
の
巨
大
空
間
の
美
し
さ
に
目
を
奪

わ
れ
る
。大お

お
ば
り梁

は
ま
さ
に
柱
か
ら
柱
へ
と
虹
の

曲
線
を
描
く
豪
快
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
あ
る
。

天
井
は
書
院
造
り
な
ど
で
見
ら
れ
る
格
式
の
高

い
折お

り
あ
げ
ご
う
て
ん
じ
ょ
う

上
格
天
井
。柱
、梁
と
天
井
の
間
に
は
蛙か

え
る

股ま
た

の
装
飾
が
賑
や
か
に
展
開
さ
れ
る
な
ど
、内

観
は
伝
統
的
な
浄
土
真
宗
寺
院
の
本
堂
形
式

を
踏
襲
し
て
い
る
。内
外
観
が
不
思
議
な
バ
ラ

ン
ス
を
保
っ
て
い
る
建
築
で
あ
る
。創建された浅草の近くから築地に移ったのは1679年のこと。築地への移転

は、佃島の門信徒が中心になって海を埋め立てて新たな土地を築いたことで
実現した。これが地名の由来にもなっている。浄土真宗本願寺派の関東にお
ける拠点である。2014年には本堂などが国の重要文化財に指定された。近く
の歩道橋からは、印象的なヴォールト屋根を持つ本堂正面が目に入る。
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